
測定ポイント

・一回の測定でφ2m、深さ方向約10μmのエリアの残留応力を測定(標準コリメータ)

φ2mm

・一回の測定で1方向の残留応力を測定
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測定イメージ

※ センサーヘッドと測定サンプルを
約5cm近づける必要あり
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測定サンプルのサイズについて

デモではフレキシブルアームを使ってお試し測定をさせていただきます。
アームの可動領域的に幅1260mm以下のサンプルであれば中心部の測定が可能です。
（測定の可能/不可能はサンプルの形状にも左右されます）


